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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
未
入
会
勤
務
医
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

負担の上限超えたら
忘れずに還付申請を

高
額
医
療
・

介
護
の
世
帯
合
算

　

医
療
保
険
と
介
護
保
険
に

は
、
ひ
と
月
の
自
己
負
担
額

の
上
限
が
決
め
ら
れ
て
お

り
、
上
限
額
を
超
え
て
支
払

っ
た
費
用
は
申
請
す
る
こ
と

で
還
付
さ
れ
る
。し
か
し
、１

年
間
の
負
担
額
は
高
額
に
な

っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。

そ
ん
な
時
、
利
用
し
た
い
の

が
「
高
額
医
療
・
高
額
介
護

合
算
療
養
費
制
度
」
だ
。

【
対
象
】

　

同
制
度
は
、
同
世
帯
で
医

療
と
介
護
の
両
方
を
利
用
し

た
場
合
に
、
年
単
位
で
自
己

負
担
の
軽
減
を
図
る
も
の

だ
。
対
象
は
、医
療
・
介
護
の

自
己
負
担
の
合
計
額
（
毎
年

８
月
〜
翌
７
月
ま
で
）
が
世

帯
単
位
で
下
表
の
額
以
上
で

あ
る
こ
と
。
世
帯
に
含
め
ら

れ
る
の
は
同
一
の
医
療
保
険

加
入
者
ま
た
は
、
後
期
高
齢

者
の
場
合
は
住
民
票
が
同
一

世
帯
の
場
合
に
限
ら
れ
る
。

　

例
え
ば
、
75
歳
以
上
の
夫

婦
２
人
の
一
般
所
得
世
帯

で
、
夫
が
入
院
し
、
妻
が
介

護
施
設
に
入
所
し
た
ケ
ー
ス

を
想
定
。
夫
の
１
年
間
の
医

担
限
度
額
は
56
万
円
の
た

め
、
高
額
医
療
・
高
額
介
護

合
算
療
養
費
制
度
の
利
用
を

申
請
す
る
こ
と
で
、
差
額
の

18
万
円
が
還
付
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
。

【
申
請
】

　

申
請
は
、
国
保
と
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
制
度
は
市
区

町
村
役
場
へ
。
被
用
者
保
険

の
場
合
は
加
入
し
て
い
る
医

療
保
険
の
窓
口
へ
。

　

共
済
部
は
８
日
、
医
科
・

歯
科
共
催
で
「
第
19
回
共
済

加
入
者
の
つ
ど
い
」
を
ホ
テ

ル
モ
ン
ト
レ
グ
ラ
ス
ミ
ア
大

阪
で
開
き
、
共
済
加
入
者
ら

１
７
０
人
が
参
加
し
た
。
つ

ど
い
は
、
保
険
医
年
金
・
休

業
保
障
の
普
及
・
運
営
状
況

の
報
告
と
受
託
生
保
会
社
の

優
績
社
員
の
表
彰
、
加
入
者

の
交
流
を
目
的
と
し
て
い

る
。

　

挨
拶
に
立
っ
た
小
澤
力
理

事
長
は
、
地
震
、
豪
雨
、
台

風
と
相
次
い
だ
災
害
の
被
災

者
に
お
見
舞
い
の
意
を
表
明

し
、
政
府
が
進
め
る
社
会
保

障
削
減
政
策
な
ど
に
触
れ
な

が
ら
、
会
員
の
生
活
を
守
る

共
済
制
度
の
魅
力
と
活
用
を

訴
え
た
。

　

段
野
和
茂
理
事
は
、「
保

険
医
年
金
の
２
０
１
７
年
度

の
運
用
実
績
が
配
当
と
あ
わ

せ
て
１
・
３
５
６
％
と
な

り
、
春
の
募
集
で
は
一
時

払
で
目
標
を
超
過
達
成
し

た
」
と
報
告
し
た
。

　

記
念
行
事
「
ピ
ア
ノ
五

重
奏
…
西
洋
楽
器
の
魅

力
」
で
はLuft Musica

が
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
と

歌
声
で
会
場
を
魅
了
し

た
。

療
費
自
己
負
担
額
は
30
万

円
、
妻
の
介
護
施
設
の
自
己

負
担
額
は
44
万
円
と
す
る

と
、
合
算
す
れ
ば
74
万
円
に

な
る
。
こ
の
世
帯
の
自
己
負

日
時　

９
月
29
日
（
土
）
午
後
７
時
〜
９
時

講
師　

社
保
研
究
部
講
師
団　
　

定
員　

70
人

会
場　

 

泉
佐
野
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
エ
ア
ポ
ー
ト
イ
ン
プ
リ
ン
ス

２
階
ホ
ー
ル

会
費　

会
員
・
ス
タ
ッ
フ
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

※
『
歯
科
保
険
診
療
の
研
究
（
２
０
１
８
年
４
月
版
）』
を

ご
持
参
く
だ
さ
い

疑
義
解
釈
と
新
設
項
目
を
中
心
と
し
た
社
保
講
習
会

泉
州
地
区日

時　

10
月
13
日
（
土
）
午
後
５
時
45
分
〜
７
時
15
分

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

 

香
西
克
之
氏
（
広
島
大
学
大
学
院
医
歯
薬
保
健
学
研

究
科
教
授
）

会
費　

無
料　
　

定
員　

１
０
０
人

子
ど
も
の
口
腔
崩
壊
と
歯
科
健
康
格
差
対
策
を
考
え
る

市
民
公
開
講
座

日
時　

10
月
14
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

保
険
医
会
館
５
階
会
議
室

講
師　

西
出
知
子
氏
（
接
遇
マ
ナ
ー
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

会
費　

会
員
院
所
ス
タ
ッ
フ
３
千
円　
　

定
員　

20
人

医
療
接
遇
研
修

大
阪
市
西
部
・
南
部
地
区
ス
タ
ッ
フ
対
象
講
習
会

日
時　

10
月
14
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

 

野
杁
由
一
郎
氏
（
新
潟
大
学
医
歯
学
総
合
研
究
科
口

腔
健
康
科
学
講
座
う
蝕
学
教
授
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

定
員　

１
０
０
人

歯
周
病
関
連
細
菌
群
の
棲
み
処
―
デ
ン
タ
ル
バ
イ
オ

フ
ィ
ル
ム
の
実
態
と
そ
の
制
御
法

10
月
度
生
涯
研
修

税
務　

10
月
17
日
（
水
）
午
後
２
時
〜
５
時

雇
用　

10
月
18
日
（
木
）
午
後
２
時
〜
４
時

法
律　

11
月
５
日
（
月
）
午
後
２
時
〜
４
時

※
会
場
は
保
険
医
会
館
。
１
週
間
前
ま
で
に
要
申
し
込
み

無料相談

共
済
の
つ
ど
い

保
険
医
年
金

運 

用 

実 

績

１・
３
５
６
％
を
報
告

大
阪
社
保
協
発
行
「
２
０
１
８
―
２
０
２
０
相
談
活
動
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
」
は
１
冊
３
０
０
円
。
ご
希
望
の
場
合
は
、
協
会
事
務
局
ま
で
。

相
談
活
動
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
活
用
術
②

日
時　

９
月
30
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

 

高
橋
一
也
氏
（
大
阪
歯
科
大
学
高
齢
者
歯
科
学
講
座

教
授
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

口
腔
機
能
管
理
に
必
要
な
基
礎
知
識
〜
口
腔
機
能
低

下
症
に
関
す
る
７
つ
の
検
査
方
法
〜

９
月
度
生
涯
研
修

館内では時代劇で「ねずみ小僧」が担ぐ
千両箱の重さを体験できる　　　　　　

298工
員
の
解
雇
運
動
に
驚
き

　

安
倍
政
権
は
官
庁
の
地
方

移
転
を
打
ち
出
し
、
徳
島
に

う
が
、
貨
幣
製
造
の
緊
急
性

が
伝
わ
っ
て
く
る
。
歴
史
は

本
当
に
古
い
。

　

各
官
庁
で
は
そ
れ
ぞ
れ
博

物
館
を
抱
え
て
お
り
、
東
京

国
民
栄
誉
賞
の
盾
、
現
在
ど

の
よ
う
な
も
の
を
作
っ
て
い

る
か
を
紹
介
し
て
い
る
。

　

当
時
の
造
幣
局
の
敷
地
は

18
万
平
方
㍍
あ
り
、
現
在
の

倍
の
広
大
な
も
の
だ
っ
た
。

レ
ー
ル
軌
道
の
馬
車
、
船
着

場
も
あ
り
、
金
銀
銅
貨
の
鋳

環
境
庁
な
ど

移
転
が
始
ま

っ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ

の
造
幣
局
は

首
都
が
東
京

に
定
ま
る
前

る
。

　

そ
の
中
で
、
私
の
目
に
留

ま
っ
た
の
は
、
御
雇
外
国
人

の
記
述
で
あ
る
。
立
ち
上
げ

に
関
わ
っ
た
外
国
人
ら
は
、

１
８
７
５
年
に
は
、
早
く
も

全
員
解
雇
さ
れ
て
い
る
。
理

由
は
も
ち
ろ
ん
日
本
人
だ
け

で
あ
る
が
、
バ
カ
高
い
給
与

だ
け
で
な
く
、
外
国
人
の
傲

慢
さ
、
仕
事
の
怠
慢
さ
な
ど

か
ら
、
一
般
工
員
か
ら
顰ひ

ん

蹙し
ゅ
くを

買
い
、
解
雇
運
動
が
激

し
く
起
こ
っ
た
こ
と
に
よ
る

そ
う
だ
。
日
本
史
の
教
科
書

に
は
書
い
て
い
な
い
が
、
他

の
と
こ
ろ
で
も
同
様
な
こ
と

が
起
こ
っ
た
の
か
な
と
思
う

と
実
に
面
白
か
っ
た
。

　

こ
の
博
物
館
は
重
厚
な
煉

瓦
造
で
１
９
１
１
年
築
の
旧

造
幣
局
火
力
発
電
所
の
施
設

を
再
生
利
用
し
た
も
の
で
あ

る
。
入
場
は
無
料
。
最
寄
り

の
地
下
鉄
南
森
町
駅
、
Ｊ
Ｒ

大
阪
天
満
宮
駅
か
ら
造
幣
局

本
局
ま
で
歩
く
の
が
少
し
面

倒
。
門
番
で
、
名
前
を
記
入

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
造

幣
局
の
工
場
見
学
も
あ
る
。

こ
ち
ら
は
予
約
制
。
桜
の
通

り
抜
け
だ
け
で
な
く
、
こ
う

い
う
見
学
も
い
か
が
だ
ろ
う

か
。 

（
新
聞
部
・
谷
聰
）

で
充
分
に
貨

幣
を
製
造
で

き
る
よ
う
に

な
っ
た
か
ら

の
１
８
６
９
年
２
月
５
日
に

建
て
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は

江
戸
幕
府
か
ら
明
治
新
政
府

へ
貨
幣
の
移
転
を
早
急
に
行

う
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
も
ち
ろ
ん
、
大
阪
遷
都

計
画
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思

近
郊
で
は
よ
く
見
か
け
る

が
、
大
阪
で
は
流
石
に
こ
こ

だ
け
で
あ
る
。
博
物
館
で
は

造
幣
局
の
歴
史
、
日
本
の
貨

幣
の
歴
史
、
外
国
お
よ
び
日

本
の
貨
幣
の
展
示
、
勲
章
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
メ
ダ
ル
、

造
か
ら
貨
幣
の
製
品
ま
で
す

べ
て
を
ま
か
な
っ
て
い
た
そ

う
だ
。
貨
幣
は
、
中
国
、
ロ

ー
マ
、
日
本
の
一
番
古
い
富

本
銭
か
ら
、
現
代
ま
で
の
も

の
が
あ
る
か
ら
、
貨
幣
に
興

味
が
あ
る
方
は
必
見
で
あ

造
幣
局
博
物
館

造
幣
局
博
物
館

高額医療・高額介護合算療養費制度の自己限度額
70歳以上 70歳未満

年収約1160万円～
標準報酬83万円以上
課税所得690万円以上

212万円 212万円

年収約770万円～1160万円
標準報酬53～79万円
課税所得380万円以上

141万円 141万円

年収約370万円～770万円
標準報酬28～50万円
課税所得145万円以上

67万円 67万円

一般（年収156～370万円）
標報26万円以下
課税所得145万円未満（注１）

56万円 60万円

市町村民税世帯非課税 31万円
34万円市町村民税世帯非課税

（所得が一定以下） 19万円（注２）

注１　 対象世帯に70～74歳と70歳未満が混在する場合、まず70～74歳の自己負担合算額に限度額を適用した後、
残る負担額と70歳未満の自己負担合算額を合わせた額に限度額を適用する。

注２　介護サービス利用者が世帯内に複数いる場合は31万円。

会場を魅了したLuft Musicaの
演奏＝８日、大阪市内


